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特徴

ハニカム材の一例

ハニカム構造部品の圧壊強度を測定いたします。

ハニカム構造部品の圧壊特性評価

Cat.No 3S4J-050-00-130719

● ハニカム構造部材は、部材の軽量性や高剛性を目的に、さまざまな分野で使用されています。
弊社では実部品や実部品から採取したサンプルでの圧壊特性を評価いたします。ハニカム材ならではの厚さ方
向や積層方向などの異方性の評価も実施いたします。

測定条件

最大 500×700mm試験材大きさ

最大 500kN測定荷重

最大 1300mm圧縮ストローク量

最大 50mm/min.圧縮速度

内容項目

(材質： 金属、樹脂複合材、他）
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積層方向圧縮

圧壊特性試験方法 圧壊特性の測定例


